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H
•
ル
フ
エ
ー
ブ
ル
著

.
大
崎
平
八

.

郎
：訳

■

『

レ

ー
一
一
ン_

_
生
涯
と
思
想
.

_
』

.

マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
伝
記
は
か
な

り
‘多 

く

、
，
メ

ー

リ
ン
ク
を
は
じ
め
古
典
的
な
：す
ぐ
れ
た
も 

の
が
多
い
が
、
レ

ー
ニ
ン
に
つ
い
て
は
、
'権
威
の
：あ
.
 

る
も

の

と
し
て
は
、
ク
ル
プ
ス
カ
ヤ

夫
人
.の

「

レ
I
 

ニ
ン
の
想
い
出」

■や
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
附 

属
、

マ
ル
ク
ス
•

レー

一
一ン
主
義

研
究
所
の
'「

レ
ー 

-■
ー
ン
伝j

な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介
を
試 

み
る
ル
フ
ヱ
ー
ブ
ル
の
レ
I
 

ニ
シ
伝
の
原
題
は
、「

レ 

I il.

ゾ

の
思
想
を
認
識
す
る
'た
.め
に
.

r

.. 

(pour con- 

naitre:..la:penŝ
e .de,:L6nin,;1957).

で
あ
.り
、
.す

で

に

「

力
.
I
;
ル

.
マ
.
.ル.ク
^

^―

そ
の
思
想
形
成

.史
■

」

. 

?

ネ
ル

^
ァ
書
房

' 
ー-九
六
〇

¥)

.
をば
じ
め

' 

幾
多
の
マ
ル
ク
ス
生
義
思
想
に
か

.ん
'す
る

if
'究
を
も 

っ
て
定
評
あ

.る
箸
者
の
力

i
に
ふ
さ
わ
し
い
労
作
で

f c
'
る
と
®
-
^
"N

 

ノ
.
 

i 

:丨 

訳

者

が「

あ
と
。が
き」

.で

.の

.ベ
て

V
る
よ
ぅ
に

、
. 

本
書
の
著
请
ル
：フ
エ
.丨
ブ
ル
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱 

の
際
の
言
動
に
よ
っ
て
、，‘，フ
ラ
.ン
ス
共
産
觉
か
ら
活 

動
停
止
処
分
を
う
け
，

つ
“
で
ー
九
五
八
年
、
大
胆

な
ス
タ
ー
リ
シ
批
判
に
よ
っ
て
、
除
名
さ
れ
た
と
い 

わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
：か
わ
ら
ず
、
彼
の
レ
i

一一
 

シ
；に
た
い
.す
る
理
解
は
な
み
、な
み
な
.ら
ぬ
..も
-の
；が
あ
' 

り
_、
.そ
の
批
判
も
内
在
的
で
充
分
な
説
得
カ
を
も
っ
：
.
 

て
ぃ
る
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
か
ら
成
っ
て
い
る
ノ 

序
文

.

.

.
第
一
‘章

‘レ
.丨
ニ
一 

ン
主
義
0
.歴
史
的
諸
条
件
ン 

第

二

章

レ

ー
ニ
ン
の
生
涯 

.
第
三
章
'
レ
ー
ニ
ン
み
哲
学
思
想
'

第
四
章
_，
レ
I 
二
ン
の
経
済
思
想 

第

五

擎

.レ
1

1
ン
.
の

政

治

思

想

.

三
.章
以
下
が
本
書
全
体
の
三
分
.の
ニ
の
分
量
を
し
'
 

め
、
そ
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
介
わ
ち
第 

三
章
の
レ
I
一
一
 

ン
の
哲
学
思
想
に
つ
.い
て
は
、
(A
)
問 

題
，
(B
)
世
界
観
と
し
て
の
マ
'ル
ク
ス
主
義
、
(c
)
唯
物 

論
と
経
験
批
判
論
，
(D
)『

哲

学

ノ

ー

ト

/

(E
)

へ
丨
ゲ 

.ル
の『

論
理
学』
に
関
す
る
ノ
ー
ト
の
五
つ
の
項
目 

に
わ
け
.て
論
じ
，て
淞
り
、

マ
ル
ク
ス
の
史
的
唯
物
論
.

ーの，上
.に
立
.
0
.
て
、.
.マ，ル
ク
.ス
主
義
哲
学
の
混
乱
.-

弁
証
法
！

i

お
け
る
あ
枚
ほ
ど
.の
強
調
に
.も
か
か
わ
ら
. 

ず
、：
論
理
学
や
方
法
論
や
弁
証
法
に
か
ん
す
る
ま
と
.
. 

ま
っ
：た
論
説
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
は
、
ひ
と
つ
も

富
き
の
こ
.し
.

て
.%
'

な

か
っ
た
と
い

う

よ

う

な-
-
を

整
理
し
、，
レ
i

一：：ン
主
義
を
体
系
づ
け
る
過
程
を
、
，
.
 

『

.

哲
氣
.

ノ
一
ト』

.

.

.ぞ

『

論
理
学
.

！

1

に
関
す
る
ノ
ー

ト 

に
つ
い
.

て
観
察
.

し
て
.

い
る
。
‘

つ

ぎ

に

第

四

章

の

レ

ー

一

一

ゾ

の
経
済
思
想
に
つ
い 

'
て
は
、
⑷
柽
済
的
社
会
構
成
体
ノ
㈤
不
均
等
発
展
の 

法
則
、
(c
)

レ
ー
ニ
ン
の
経
済
思
想
と
革
命
の
三
項
目 

.

か
.ら
成
り
、
資
本
主
義
発
展
の
不
均
等
法
則
の
把
握 

.

か
ら
、
は
じ
め
は
、
■少
数
の
資
本
主
義
国
で
、
あ
る 

い
は
た
だ
一
つ
の
資
本
主
義
で
'で
も
可
能
で
あ
る
と 

す
义
国
社
会
主
義
の
理
論
が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と 

を
強
調
し
て
い
る
：
最
後
に
第
五
章
の
レ
丨
-ー
ン
の 

.

政
治
思
想
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独 

■-
栽
.の
酒

論

：の
ロ

 
.シ

ア

に

お

け

る

具

体

化

に

つ

い

て

克
 

•，
明

に

分

析

し

て

い

る

。

レ
ー
ー
ー
シ
の
政
^

思

想

は

極 

度
に
確
乎
不
抜
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
驚
く
ベ 

き
柔
軟
性
を
も
•っ
て
い
る
。
原
理
に
お
い
て
は
確
乎 

不
抜
で
あ
り
、
そ
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
柔
軟
で
あ 

っ

た(

三
ニ
五
頁)

と
著
者
が
の
べ
て
い
る
ょ
ぅ 

「

に
、
レ
ー
ニ
ン
が
社
会
主
義
革
命
達
成
に
お
け
る
プ 

.

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
的
本
能
や
彼
ら
の
自
然
発 

.

生
性
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、
ブ
ル
.ジ
ョ

ア

.
•
イ
ン 

テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
高
度
の
政
治
意
識(「

近
代
の 

科
学
的
社
会
主
義
の
創
始
者
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
と
エ 

ン
ゲ
ル
ス
自
身
も
、
そ
の
社
会
的
地
位
か
ら
す
れ 

ば
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
，

イ
ン

テ
リ
ゲ
ン

ツ
ィ

ア
に
属
し 

て
い
た」

)

と
の
有
効
な
結
び
つ
き
と
、
小
ブ
ル
ジ 

ョ
ア
大
衆
す
な
わ
ち
広
ば
'ん
.な
農
民
層
を
プ
ロ
レ
タ 

リ
ア
I
ト
の
肩
囲
に
結
集
さ
せ
る
た
め
の
レ
ー
ニ
ン 

の
努
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
レ
ー
ニ
ン
に
ょ
れ 

。ば
、
.理
論
と
実
践
に
お
け
る
統一

が
、
よ
っ
て
も
っ

て
安
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
.は
、

第

'
一

に
は
プ
ロ 

レ
タ
.
リ

ア

前

衛

の

自

覚

に

よ

っ

て
：
で

あ

り

、
.单
命
に
：
. 

た
い
す
る
彼
ら
の
献
身
、
彼
ら
の
忍
耐
、自
己
犠
牲
、
 

英
雄
精
神
に
よ
っ
て
で
あ
る
が
、
飨
ニ
に
党
の
活
動 

を
可
能
に
す
る
も
の
は
*《

プ
ロ
レ
タ

リ

ア

的
な
勤 

.
労
大
衆
と
、'
し
か
じ
史
た
非
プ
ロ
.1
/
タ
リ
ア
的
な
勤
, 

労
大
衆
と
も
結
び
つ
き
を
傲
ち
、
彼
ら
と
接
近
し
、
 

■そ
う
言
い
た
け
れ
ば
、
.あ
る
程
度
ま
で
彼
ら
と
溶
け
. 

あ

う

能

力

》

で

あ

る

と

い

う

の

で

あ

る

が

(

四
一
一
七 

8

、
要
す
る
に
ル
フ
エ
丨
ブ
-ル
は
本
書
に
お
い
て
、
 

ま

さ

し

く

、

《

未
曾
有
.の
く
る
し
み
と
犠
牲
、

比
類
.

な
い
革
命
的
英
雄
精
神
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
根 

気

と

ひ

た

む

，身

な

探

求

、

.学
習
、実
践
に
よ
.る
試
練
、
 

失
望
、
■点
検
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
と
の
比
較
の
半 

世
紀》

の
の
ち
、

ロ
シ
ア
の
大
衆
が
マ
ル
，ク

ス
主
義 

を
理
解
し
、
真
の
敢
命
31
論
と
し
て
学
び
と
っ
た
過 

程
を
，
.レ
ー
一
一
ン
の
生
涯
と
思
想
を
分
析
す
る
な
か
. 

で
追
求
し
て
い
る
と
.い
.う
こ
と
が
で
き
る
。
简
単
な 

紹
介
で
は
、‘
到
底
つ
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
最 

近
に
お
'け
る
真
に
よ
み
ご
た
え
の
'あ

る

研

究

の

，
ひ

と 

つ
で
あ
る
。(

、
、
、
ネ

ル

ヴ

ァ

書

房

，
一

九

六

三

年

刊

.

.
B 

6 

•

四

七

八

頁.：
九

六

〇

円

)

. 

—

飯

―

鼎—

高
須
裕
兰
著
？

, 

'

『

福

祉

国

家

め

動

向』

：
'.
.

:
こ
の
本
の
一
番
い
い
点
は
、
あ
く
ま
で
も
実
証
的 

に
、
社
会
保
障
の
意
義
を
追
求
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

.

-

,

■

「

福
祉
国
家」

と
い
う
テ—

'マ

は
.-
'

し

ば

し

ば

ィ
 

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
.暴
.い
が
、
実
は 

社
会
保
障
の
生
み
だ
し
：た
、
き
わ
め
て
経
験
的
な
果 

実
で
あ
る
。
氏
は
こ
の
こ
と
に
着
目
し
、
独
m
の
社
. 

会
保
障
論
を
展
開
す
る
。
，従
来
、
社
会
政
策•

社
会 

保
障
は
、
' 資
本
主
義
の
労
働
力
保
全
と
し
て
、
'労
働 

カ
の
維
持
培
養
の
た
.め
に
お

-
な
わ
れ
.る
も
の
と
：い
：
 

う
見
解
が
あ
っ

た
が
、
現
代
の
社
会
保
障
は
も
は
や 

そ
.の
対
象
を
組
織
労
働
者
に
限
っ
て
い
る
。
こ
れ
は 

明
ら
か
に
大
衆
社
会
.に
お

け

る

国

民

名

層

の

'実

力

化
 

で
あ
る
。
し
か
も
医
療
.保
険
も
現
金
で
は
浪
費
さ
れ 

る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
現
物
給
付
と
し
て
い
る
た 

め
、
そ
こ
に
は
金
銭
勘
定
を
越
え
た
^

理
的
要
請
が 

付
加
さ
れ
、
生
存
権
原
則
実
現
の
推
進
力
に
な
：る
。
 

こ
こ
に
年
金
給
付
の
ご
と
く
骨
抜
き
的
'圧
縮
は
な 

く
、
常
に
予
算
.以
上
に
保
障
が
実
現
さ
れ
.て
い
く
。
. 

，
氏
は
：こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
福
祉
国
家
を
、
団 

体
的
平
等
主
義
の
第一

段
階
か
.ら
、
個
別
的
自
由
的
1
. 

要
素
を
加
味
し
た
第
一
.一
段
階
に
進
む
も
の
と
す
名
。
：
 

欧
米
.の
豊

富

な

実

証

と

あ

，
い
，
ま

つ

て

迫

力

の

あ

る

書

で
あ
る
。
因
み
に
氏
は
昭
和
十
六
年
本
塾
を
卒
業
，
 

現
在
、
日
大
教
授
で
あ
る
。(

誠
信
書
房• 

A

5

A一
 

四
〇
頁

.
七
五
〇
円)
て
_
丨
加
藤
寛
丨

山岡亮

.

一.
.

1̂
.
1
1
'

_

福
富
正
美
訪
I I

『

資
本
主
義
へ
の

•

移
行
論
争』

:

本

書

は「

封
建
制
か
ら
資
本
主
義
へ
の
移
行」

の 

一
問
題
を
扱
.つ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
歴
史
学
界
の
動
向
を
伝 

え
る
論
文
八
編
を
選
び
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。

,

第

I
部
の
第
一〜

三
論
文
は
故
コ
ス
ミ
.ン
人
キ
ー 

の
^
に
な
る
も
の
で
，
第
一
論
文
.「

一

三—
i

四
世 

紀
の
イ
ギ
リ
ス
農
村
に
お
け
る
階
級
闘
争」

は
、
近 

時
注
目
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
力
の
社
会
学
者
ホ
マ
ン 

X
.の
箸
書「

一
三
世
紀
の
イ
ギ
リ.

ス
村
落
民」

The 

Mnglish. .'villages, in, t
h
e

Mcpoewtury* 

1<D
私 2 

を

と

り

あ

げ

、
，

'
.

「

諸
世
紀
の
な
か
で
も
°
と
も
偉
大」 

な
世
紀
で
あ
っ
た
一
三
世
紀
の
.「

ち

^」

と

「

ま
定 

性」

の
破
ら
れ
た
の
は
、「

中
世
的
宗
教
と
道
徳
の
随 

落」

と
い
ぅ
社
会
の「

疾
病」

に
よ
る
■と
す
る
ホ
マ 

.

ン
ズ
社
会
学
の
反
動
性
を
^
㈣
し
、
ド
ッ
ブ「

資
本
主 

義
発
展
.の
研
究」

や
ヒ
ル
ト
ン
，の
諸
研
究
を
こ
れ
と 

対
比
し
.、「

均
衡」

，し「

安
定」

せ
る
封
速
制
の
内
部 

矛
盾
之
崩
壊
の
経
済
的
原
因
を
紹
介
し
：て
い
る
。
ド 

ッ
ブ
の
い
ぅ
農
民
経
営
の「

牧
畜
型
1-
と「

農

業

型.1
-
、

•
A
1

(1.

八

三)

：

新

刊

紹

介


